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製･配･販連携協議会 今後の運営方針について

1. 2015年度の組織体制

～商品情報多言語対応WGの設置

2. 表彰制度の導入

3. 新規加盟企業

4. 今後のスケジュール
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1.  2015年度の組織体制

【総会】
トップ

【運営委員会】
役員クラス

【日用品ＷＧ】
実務責任者

【加工食品ＷＧ】
実務責任者

【戦略会議】
代表企業のトップと役員クラス

１年間の検討結果報告に加え、企業トップが今後の
方向性について意見交換。

開催頻度：年１回

製・配・販各層を代表する企業による実質的な議論を
通じて、協議会の活動方針の審議・立案を行う。

開催頻度：年２回

協議会の運営体制変更や活動内容の大きな変更の
際に協議し、総会にて報告

開催頻度：必要に応じ開催

加工食品ＷＧと日用品ＷＧの２つのＷＧを設置。

製配販各層からリーダーミーティングを組織。

開催頻度：２～３カ月に１回程度（リーダーミーティング
は１ヶ月に１回程度）

共通テーマは合同開催等の連携を図り、効率的なＷ
Ｇ運営を行う

（新設）【商品情報多言語対応ＷＧ】
実務責任者

新規に商品情報多言語対応ＷＧを設置。

製配販各層からリーダーミーティングを組織。

開催頻度：２～３カ月に１回程度（リーダーミーティン
グは１ヶ月に１回程度）

加工食品ＷＧ・日用品ＷＧ ～ 業界全体への普及啓発

加工食品ＷＧ・日用品ＷＧでは、メンバー内で実態調査・進捗報告、事例
共有、効果検証を行うとともに、業界団体や地域組織など関係機関へ取
組み内容を共有し、業界全体への普及啓発を進める。

返品実態調査・取組み進捗

賞味期限表示・納品期限見直し
終売・棚替えプロセス事例構築
配送最適化事例・実験検討

【加⼯⾷品ＷＧ】
返品実態調査・取組み進捗
返品削減手引書の普及啓発
終売・棚替えプロセス事例構築
配送最適化事例・実験検討

業界団体等へ取組内容を共有
小売業、卸売業、製造業の各業界団体、地域組織、

消費者団体を含む関係機関との連携

A社 B社 C社 D社 ・・・

実態調査
進捗報告

↓
取組事例

↓

効果
↓
↓

普及
啓発

【⽇⽤品ＷＧ】
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商品情報多言語対応ＷＧの概要

訪日外国人旅行者（2014年約1,340万人）の買物需要を一層拡大する

べく、商品情報を多言語で提供するための、製･配･販が連携した共通イ
ンフラの構築・運用のあり方について検討する。

論点（案）

1. 小売店での多言語対応の必要性

• 日本を訪れた消費者にどのような情報を提供することが必要か

2. 提供情報の整理

• 多言語で提供する情報はどのような幅（範囲）か。通常の成分表
示に記載されている内容で良いか、更に必要か

3. 情報の格納・更新方法

• どのように必要な商品情報を集約するか。また商品情報に更新
があった際はどのように対応するか
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商品情報多言語対応ＷＧの概要

検討手順（案） ※主幹となる業界：化粧品、日用雑貨、加工食品、ＯＴＣ医薬品

1. 小売業における外国語での商品情報提供の実態把握

• 実施店舗、対象商品カテゴリー、対象品目

• 商品情報の項目・内容、対応言語、提供メディア

• 商品情報の入手方法、登録方法、翻訳方法

• 現状の課題認識、今後の方針

2. 商品情報多言語化対応の対象範囲、優先順位の検討

• 商品カテゴリー、商品情報の項目・内容、対応言語、提供メディア等

3. 多言語化する商品情報の登録・更新・利用システムの検討

• 翻訳方法、登録・更新・利用方法、既存システムとの関係など

• メーカー・卸売業・小売業・システム事業者等の役割分担など

4. 実行計画の策定、提案
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3月：152.5万人
(45.2％増）

（参考）訪日外国人旅行者数の推移

訪日外国人旅行者は１０年間で倍増し、今後も拡大する見通し。
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史上初

1000万人達成
震災後、
Ｖ字回復

1月：121.8万人

(29.1％増）

ビジット・ジャパン
開始

2月：138.6万人
(57.6％増）

753.7万人

（44.9%増）

4月推計：176.4万
人 (43.3％増）

出典：⽇本政府観光局（JNTO）

5月推計：164.1万
人 (49.6％増）

（参考）商品情報多言語対応に向けた共通インフラ（イメージ）

訪日外国人に対してメーカー・卸・小売が連携しITを活用した多言語による商品情報提供
システムを構築することで買物における利便性向上を図り、外国人による需要を喚起する
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2. 表彰制度の導入

製･配･販連携協議会の正式発足から４年が経過し、加盟企業ではサプライチェー
ン効率化に向けた各種取組みが進んでいる。

そこで、協議会活動の活性化、加盟企業のモチベーション向上を図るべく

優秀な取組を年度総会で表彰する制度を導入する。

進め方（案）

○個社毎にＷＧでの活動を踏まえた効率化

目標を表明。年度末に、目標の達成数値

状況や具体的取組内容を報告し評価。

評価基準はＷＧ（加工食品＋日用品）にて議論。

・返品削減実施計画書等にて個社情報を管理

・物流環境変化を踏まえた配送最適化事例

○2016年総会において、優秀企業を表彰し

HP等で公表する。

・対象企業：製・配・販連携協議会加盟企業

・表彰企業：製・配・販から各１社（計３社）を表彰
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優秀企業表彰

3. 新規加盟企業

製･配･販連携協議会への趣旨に賛同し、活動への参加を希望する下記
企業に2015年度より新規加盟いただく。

10



4. 今後のスケジュール

WG活動

– 2015年7－8月 会員ニーズ確認、参加メンバー、リーダー社決定

– 2015年9月－ WG活動開始

戦略会議

– 第1回 2015年11月13日（金）15:00～17:00

会場：明治記念館 末広の間

– 第2回 2016年 4月22日（金）15:00～17:00

会場：明治記念館 孔雀の間

総会／フォーラム

– 2016年 7月15日（金）15:00～19:30（懇親会含）

会場：青山ダイヤモンドホール １階ダイヤモンド
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